
 

第１学年２組 生活科学習指導案 

【日時】令和７年７月 24日（木）９:20～10:05 【場所】１年２組教室 【指導者】嶋田 恭子 

本授業の参観の視点 

 

 

 

１ 単元名 できた！が いっぱい −「わんぱくたんけんたい」の もっとしりたい おしえたい− 

２ 単元の構想 

(1) 児童について 

本学級の児童は、学校探検の中で、「もっと知りたい。」「なぜ？」「どうすればいいの？」と新たな思

いや願いをもって活動し、学校生活の中で自分なりに対象に働きかける経験をしてきた。また、授業以

外の時間でも、「○○があったよ(見付ける)。」「同じだったよ(比較)。」「○○みたい(例える)。」と、見

付けたことや予想したことを伝える姿から、思考を伴いながら対象に働きかける活動を楽しんでいる様

子も伺える。さらに、これまでの経験や成長を自覚し、気付きの質を高めていくことが求められる。 

(2) 単元について 

本単元は、年間テーマ「できた！が いっぱい」を構成する一単元として位置付け、学習指導要領の

内容(9)「自分の成長」を中心に取り扱う。スタートカリキュラム段階の児童にとって、一人だけでメタ

認知することは難しい。よって、短い期間の間に自分がやってきたことや考えたことを、他者と共に振

り返り、思考の過程を可視化するような学習活動が大切だと考える。また、自分の対象へ繰り返し働き

かけてきたことを「できた」こととして自覚することは、満足感や達成感につながるだろう。そして、

「次はこんなことをやってみたい。」と新たな思いや願いをもって活動する児童の姿が期待できる。 

(3) 指導について 

指導に当たっては、行う活動を自己決定する場面（やるぜ）と、その理由を考える場面（だって）を

設定をすることで、児童自身がどのように対象に働きかけるか見通しをもつことができるようにする。

活動を行う過程では、発見したり、疑問をもったり、対象との関わり方に迷ったりする場面が生じるこ

とが予想される。そこで、経験や考えを共有する(Share)場面を意図的に設定する。１年生段階では、思

考を見取る手立てとして、活動途中に教師が問い返すことや、見付けたことを自分で記録できる学習環

境構成を行うことで、共有する場面をつくり思考の自覚を促す。このような学習活動を繰り返すことで、

思考を働かせ、試したり工夫したりと自分達の働きかけで解決できるようにする。 

(4) 期待する「回遊する学び」について 

本単元における児童の姿を小学校全体テーマの「回遊する学び」に関わる内容と資質・能力に関連付

け、下記のように整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な方法を使って自分が経験した出来事やその時の気持ちを思い返す中で、同じ事象でも見方を変

えていく姿をご覧ください。 

                               

ステージＤ  「実生活・実社会」 
 
 
 
 
自分の生活や地域の出来事を伝え合う活動を通し

て、進んで触れ合い交流しようとする。（「通学途中や
読書中に見付けたこと」【学びに向かう力、人間性等】） 

カエルの本を読んでいたら、「サギが田ん
ぼにカエルを食べにくる」ってかいてあっ
たよ！やっぱり、田んぼ作戦よさそう。 

→「今日の小話」を行う時間を設定する。 

 

ステージＢ  「同教科」 
 
 
自分のことを伝え合う活動を通して、身近な人と関わるよさや楽

しさが分かる。（「わんぱくたんけんたい」【知識及び技能の基礎】） 

〇〇さんと力を合わせてやったから成功したよね！ 

→「伝えたいこと」やその理由を問いかける。 

 

ステージＣ  「他教科等」 
 
 
 
場面の様子に着目して、登場人物の行動を具

体的に想像している。（国語科「おおきなかぶを
楽しもう」【思考力、判断力、表現力等】） 

田んぼに何度も土を運んだね。どん
な言葉を使ったらいいかな。 

→どのような表現が伝わるかを問う。 

ステージＡ  「同単元・領域」 
 
 
 
自分自身のことを振り返る活動を通して、自分のこ

とや支えてくれた人々について考えることができるよ
うにする。（「わんぱくたんけんたい」の もっとしり
たい おしえたい【思考力、判断力、表現力等の基礎】） 

たくさんのことができるようになった
ね！次は〇〇やってみたいな。 

→「できるようになったこと」を問いかける。 

単元のゴール： 

私の「できた！」

を見付けよう！ 



 

３ 単元の目標と評価規準 

(1) 単元の目標 

入学してからこれまでのことを振り返る活動を通して、４月の自分と現在の自分を比較し、自分自身

が成長していることに気付くとともに、これからの生活に期待をもって意欲的に生活できるようにする。 

(2) 評価規準 

ア 「わんぱくたんけんたい」の記録をもとに、「思い出○○」をつくって遊ぶ活動を通して、自分自身

が成長していることに気付いている。                     【知識・技能】 

イ 「わんぱくたんけんたい」の記録をもとに、「思い出○○」をつくって遊ぶ活動を通して、過去と現

在の自分を比較している。                         【思考・判断・表現】 

ウ 「わんぱくたんけんたい」の記録をもとに、「思い出○○」をつくって遊ぶ活動を通して、これから

の期待をもって意欲的に生活しようとしている。         【主体的に学習に取り組む態度】 

４ 単元の指導計画（全 15時間 本時 13／15時間目） 

※本単元に関わる前単元（矢印   は、児童の思いや願いのつながり） 

単元名 これまでの主な活動の流れ 指導上の留意点（・） 評価規準(◆)【観点】 回遊 

○「学校さん

ぽ」をしよ

う。（２時間） 

 

 

 

 

 

・発見を楽しむことが

できるように、児童

の気になったものや

ことに共感する。 

◆学校の様子に関心を

もって散歩をしてい

る。    【主】 

 

Ａ 

○「学校たんけ

ん」をしよ

う。 

（18時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校探検で「○○があったよ(見付ける)」や「○

○みたいだね(たとえる)」から「もっと知りたい(工

夫)」、「○○するといいかもしれない(見通す)」、「や

ってみて確かめたい(試す)」などへと、自分の思い

や願いを追求していく学習活動に展開していく。 

・活動の始めには、や

りたい活動の理由を

問うことで、本時の

活動を見通し、目的

意識をもって活動を

はじめることができ

るようにする。 

 

・見付けたことや考え

たことを全体で話し

たり描いたり（書い

たり）する場を設定

することで、気付き

を捉え直すことがで

きるようにする。 

 

 

・見付けたものや、活

動の様子を記録でき

る場を設定しておく

ことで、他の児童と

も共有したり、振り

返ったりすることが

できるようにする。 

 

◆学校の様子に関心を

もって探検をしてい

る。    【主】 

 

 

 

 

 

◆それぞれの思いや願

いを実現するため

に、これまでの経験

を生かして必要な情

報を得たり、自分の

活動に取り入れたり

している。 

【思・判・表】 

 

◆学校にあるものやこ

と、身近な季節の様

子などを、発見した

り関わったりする楽

しさに気付いてい

る。  【知・技】 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

学校には、どんなものがあるかな？ 

○○があったよ。
(見付ける) 

何かな。○○みたい
だね。(たとえる) 

やるぜ⇒学校を探検するよ。 
だって⇒またおもしろいものが発見できそうだ
から。(予想) 

やるぜ⇒学校探検をして、魚を探すよ。 

だって⇒○○に行ったら落ちてそうだから。(予想) 

やるぜ⇒わんぱくだんでやってきたことをみんなに

教えたい。 

だって⇒すごいことが起こったから。(見通し) 

附属小学校にはどんなものがあるのかな。 

みんなで「学校さんぽ」に行こう！ 

１年２組の教室の外にも行ってみたいな。 

また、「学校さんぽ」に行ってみたいな。 

実が落ちているよ。
さくらんぼみたい
だね。(たとえる) 

やるぜ⇒学校を探検するよ。 

だって⇒学校を探検すると、またおもしろいもの発見

できそうだから。(予想) 

巣があるよ。もしか
して鳥の巣かな。
(予想) 

実が落ちているよ。
さくらんぼみたい
だね。(たとえる) 

運動場に魚が落ち
ている。川から飛ん
できたの？(予想) 

もしかして、この魚
は鳥さんの食べ物
かな。(予想) 

あのさくらんぼが
本に載っていたよ。
(比べる) 



 

※本単元 

単元名 主な活動の流れ 指導上の留意点（・） 評価規準(◆)【観点】 回遊 

〇できた！が 

いっぱい−「わ

んぱくたんけ

んたい」の 

もっとしりた

い おしえた

い− 

（15時間） 

 

 

 

 

 

 

 

（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成果物をいつでも見

ることができるよう

にしたり自分で記録

できる場を設定した

りして、経験した出

来事を思い出したい

ときにいつでも自分

で振り返ることがで

きるようにする。 

 

・学習場面での自分の

気持ちを表現する顔

を書くことを促すこ

とで、出来事だけで

はなく、その時の思

いや気持ちを思い返

すことができるよう

にしておく。 

 

・自分の「思い出〇

〇」を使って友達と

遊ぶことで、新たな

気付きを得たり身近

な他者との関わりを

思い浮かべたりでき

るようにする。 

◆つくりたい「〇〇」  

 に合わせて、これま  

 での成果物から必要 

 な出来事を選ぼうと

している。 【主】 

 

 

 

 

 

◆１学期の学校生活の

中で「できるように

なったこと」に気付

いている。 

【知・技】 

 

 

 

 

◆過去の自分と現在の

自分を比べながら、

自分らしさや成長し

続ける自分を捉えて

いる。 

【思・判・表】 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 

※本単元から広がった小単元の様子（単元の前半を抜粋） 

単元名 これまでの主な活動の流れ 指導上の留意点（・） 評価規準(◆)【観点】 回遊 

○「アオサギを

附属小によぼ

う」をしよ

う。 

(20時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現在、進行中 

・発見を楽しむことが

できるように、児童

の気になったものや

ことに共感する。 

・発見を記録できる場

を設定し、自分たち

で友達と共有した

り、振り返ったりで

きるようにする。 

・児童の気付きに対し

て、問い返しを行う

ことで、過去の経験

と関連付けて考える

ことを促す。 

◆植物を育てたり観察

したりする活動を通

して、季節の特徴に

応じながらそれらと

関わろうとしてい

る。    【主】 

◆身近な自然の様子の

共通点や違い、季節

の変化に気付いてい

る。  【知・技】 

◆諸感覚を生かして、

身近な自然に関わっ

ている。 

【思・判・表】 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

どうやってわんぱくだんのことを教え
ようかな？ 

みんなでしたこと
も事件のことも映
画にできそうだよ。 

鳥さんがアオサギ
って分かったこと
を教えたいな。 

やるぜ⇒わんぱくだんの「思い出〇〇」をつくるよ。 
だって⇒自分達が見付けたことやしてきたことが思い

出になるよ。忘れないようにしたいし、みんなにも教

えられるからだよ。(見通し) 

まだ分からないこ
とがあるよ。 
 

最近、わんぱく山に
アオサギがいない
ね。なぜかな？ 

やるぜ⇒やってきたことを確かめたいよ。 
だって⇒やってきたことを忘れてしまったよ。〇〇の

ときどうだったかな。私は、まだ分からないことがあ

るからもっと調べたいよ。(見通し) 

みんなでやって楽
しかったね。また、
みんなで学校たん
けんしたいな。 

附属小学校には不
思議なものやおも
しろいことがたく
さんあったね。 

やるぜ⇒次はこんなことをしたいな。 
だって⇒みんなで「できた！」がいっぱいになってき

たから、もっと「できた！」を増やしたい。(見通し) 

最近、アオサギがいないよ。心配だよ。 

みんなでアオサギさんをよぼう！ 

また、アオサギさんに来てほしいよ。 

はじめはできなかったけど、みんなでやると、
楽しかったし、難しいこともできたね。「でき
た」！がたくさん増えたよ。嬉しいな。 

どうしたらいいか
な。 

アオサギがいると
ころってどこかな。 

やるぜ⇒田んぼをつくるよ。 
だって⇒校外学習に行くときに、バスの外を見たら、

田んぼにアオサギやシラサギがたくさんいるのを見

えたよ。だから、田んぼがあるとアオサギが来るかも

しれないよ。(予想) 

田んぼってどうや
ってつくったらい
いのかな。 

どうして田んぼに
アオサギがいたの
かな？ 

「できた！」がたくさんあったね。「思い出〇
〇」もみんなに見てほしいな。 



 

５ 本時の指導（13／15） 

(1) 指導目標 

自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分らしさや成長し続ける自分を実感できるように

する。 

(2) 評価規準 

イ 具体的な手掛かりを基に、過去の自分自身や出来事を振り返り、今後の活動に生かすことを見付

けようとしている。                         【思考・判断・表現】 

(3) 展開（波線部は「回遊する学び」に関わる手立て） 

学習活動と児童の反応（    ） 教師の働きかけと形成的評価（◆） 

１ 今日の小話をする。         （５分） 

 

 

 

２ 本時の活動を決める。        （５分） 

 

 

 

 

 

 

３ 「思い出〇〇」の活動を振り返る。 （20分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ これからの活動につなげる。     （15分） 

 

１ 最近の出来事の中から友達に伝えたいことを

問うことで、最近の日常生活での発見を思い返

したり、前に見つけたことと比較したりできる

ようにする。（Ｄ） 

2-(1)本時の活動を自己決定することで、行いたい

ことを自覚して活動できるようにする。 

2-(2)活動の理由を問い、実現したいことを再確認

したり、前時の気付きと関連付けたりして、目的

意識をもって活動できるようにする。 

 

 

3-(1)やってきたことを問い、自分が行ってきた活

動を思い返すことができるようにする。（Ａ） 

3-(2)見付けたことを掲示できる場を作り、活動を

思い返すことができるようにする。（Ｂ） 

3-(3)他教科等で学んだことを掲示しておくこと

で、国語科でできるようになったことを使いなが

ら自身の思いを表現できるようにする。（Ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

4-(1)これまでやってきたことが初めからできたの

かを問うことで、入学当初と今の自分を比較し、

出来なかったことができるようになってきた自

分に気付くことを促す。（Ａ） 

4-(2)なぜできるようになってきたのかを問うこと

で、児童自身の頑張りや身の回りの様々な人が支

えてくれていることに気付くことができるよう

にする。（Ａ） 

4-(3)これまでの活動で「できた！こと」がどんなと

きに使えそうかを問うことで、これからの活動に

生かすことができるようにする。 

 

◆ 具体的な手掛かりを付け加えながら、過去
の自分自身の出来事を発言したり、書いたり
しているか。（発言・行動） 【思・判・表】 
Ｂ これまでやってきたことを思い返しなが
ら、伝えたいことを付箋に書いている。 

Ｃ→ これまでやってきたことを問いかけ、
教師と一緒にこれまでの成果物を見た
り、これからすることを考えたりする。 

わんぱくたんけんたいの かつどうを すすめよう！ 

・友達と見せ合いっこしたい。だって、ちゃんと

できているか心配だから。(見通し) 

・田んぼを見に行きたい。だって、どうなってい

るか知りたいし、確かめたいから。(見通し) 

やるぜ！①「ぼくたちはどう生きたか」 

※やってきたことを振り返るための活動 

○進めている「思い出〇〇」の活動 

映画、紙芝居、指人形、図鑑、本 

・やってみて、できているかどうか確かめる。 

・見せ合いっこをして、アドバイスをもらう。 

やるぜ！②「アオサギまってるよ！」 

※やりたいことを追求する活動 

○田んぼ作戦 

・田んぼの様子を見たり、世話をしたりする。 

○お魚作戦 

・サギが好きな魚を調べる。 

・今日の朝、佐賀神社でアオサギがたくさん寝て

いたよ。川で魚を狙っているサギもいたよ。 

・みんなでたくさんのことをやってきたね。汗も

ダラダラになるくらいがんばったよ。あの時

のオレンジジュースおいしかったな。 

・はじめは全然知らなかったけれど、サギのこと

をたくさん調べて、「アオサギ研究所」をつく

ったよ。夏休みも、もっと調べてくるよ！ 

・自分もがんばったけど、やっぱり、友達とみん

なでやったからできたね。たもと先生もがん

ばったよ。だって、たくさん手伝ってくれて、

みんなで一緒にやったからね。 


